


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　     完全予約制   日本語ご予約

　　　　　　　　　　　　    tel. (01)716 0947
マイバス・センター Net Travel Service Austria
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien      ウィーンの森 : 火木土
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-71609    市内半日 : 月水金日

ウィーン半日市内観光 11 月 24 日〜 12 月 26 日期限限
定クリスマスマーケット散策／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト１日

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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十
月
十
五
～
十
九
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
に
お
い
て
我

が
国
の
大
学
連
合
主
催
の
原
子
力
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
大
学
連
合
と
は
、

原
子
力
教
育
・
研
究
に
携
わ
る
有
志

十
五
大
学
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
材
育
成
資
源
を
持
ち

寄
り
、
国
内
外
で
質
の
高

い
原
子
力
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
あ
り
、
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
活
動
し
て
い
る
。

原
子
力
基
礎
教
育
、
グ

ロ
ー
バ
ル
原
子
力
エ
リ
ー

ト
育
成
、
国
際
原
子
力

ヤ
ン
グ
・
エ
リ
ー
ト
育
成
、

戦
略
的
国
際
原
子
力
教

育
の
四
事
業
よ
り
構
成
さ

れ
、
東
京
工
業
大
学
が
代

表
を
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
分

科
会
に
よ
り
検
討
・
運
営

し
て
い
る
。
事
業
の
一つ
で
あ
る
戦
略
的

国
際
原
子
力
教
育
は
、
原
子
力
新
規
導

入
国
を
対
象
に
、
講
師
を
一週
間
程
度
派

遣
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
原
子
力

教
育
基
盤
構
築
に
貢
献
す
る
の
が
目
的

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
モ

ン
ゴ
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。

　

筆
者
は
、
戦
略
的
国
際
原
子
力
教
育

分
科
会
の
主
査
で
あ
る
関
係
で
、
本
年

二
月
に
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー

で
幹
事
を
務
め
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
全
七
名
の
講
師
陣
の
一人
と
し
て

参
加
し
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に

つ
い
て
九
十
分
の
講
義
を
し
た
。
そ
の

後
、「
最
も
重
要
な
事
故
の
要
因
は
何

か
」、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
教
訓
は
何
か
」
の
二
課
題
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、結
果
を
グ
ル
ー

プ
毎
に
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
二
〇
二
〇
年
代
に
原
子
力
を

導
入
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
我
が
国
と

同
様
、
地
震
、
津
波
が
多
い
た
め
、
出

席
者
は
真
剣
に
課
題
に
取
組
ん
で
い
た
。

八
十
名
近
く
に
の
ぼ
る
参
加
者
は
、
バ

ン
ド
ン
工
科
大
学
な
ど
八

大
学
の
学
生
、
及
び
原
子

力
庁
、
原
子
力
規
制
局
、

民
間
か
ら
の
若
手
で
あ
る

が
、
約
三
分
の
一
が
女
性

だ
っ
た
の
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
京
都
と

ウ
ィ
ー
ン
の
類
似
点
で
は

路
面
電
車
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の

路
面
電
車
は
ト
ラ
ム
と
呼

ば
れ
、
元
々
は
一
八
六
五

年
に
馬
車
鉄
道
と
し
て

開
業
し
た
。
一
八
八
三
年

に
蒸
気
機
関
に
よ
る
ト

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
、
一
八
九
七
年
に
電

化
さ
れ
た
。
現
在
、一
七
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
路
線
網
を
有
し
、
年
間
約
二
億
人

の
旅
客
数
が
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
な
ど
に

次
い
で
最
も
古
い
歴
史
と
世
界
最
大
の

電
車
網
を
有
し
て
い
る
。
近
年
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
新
型
超
低
床
式
電
車
も
積

極
的
に
導
入
し
て
い
る
。
一
方
、
京
都
で

は
ウ
ィ
ー
ン
よ
り
二

年
早
い
一
八
九
五
年

に
我
が
国
初
の
市

電
が
運
転
を
開
始

し
た
。
そ
の
後
、
通

り
の
碁
盤
の
目
に

沿
っ
て
路
線
が
拡

張
さ
れ
、
最
盛
期

の
一
九
五
七
年
に
は

路
線
網
七
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
六
三
年

に
は
旅
客
数
は
年
間
二
億
人
を
超
え
た
。

七
一
年
に
は
東
京
を
抜
い
て
、
我
が
国
最

大
の
路
線
網
を
持
つ
に
至
っ
た
。
両
市

の
市
電
は
一四
三
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
標

準
軌
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
は
良
く
似
た

経
緯
で
あ
る
が
、
京
都
の
市
電
は
そ
の

後
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
乗
客
減
が

続
い
て
路
線
網
が
縮
小
さ
れ
、
七
八
年

九
月
末
に
は
つ
い
に
全
廃
さ
れ
た
。
今

も
市
民
の
足
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

ウ
ィ
ー
ン
の
ト
ラ
ム
と
違
っ
た
歴
史
を

歩
ん
だ
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
学
生
時
代
、

錦
林
（
き
ん
り
ん
）
車
庫
の
直
ぐ
傍
に

下
宿
が
あ
り
、
朝
夜
出
入
り
す
る
電
車

の
音
が
聞
こ
え
た
。
一
時
は
定
期
も
買
っ

て
、
電
車
を
良
く
利
用
し
た
。
札
幌

で
の
高
校
時
代
も
電
車
で
通
学
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
ト
ラ
ム
に
乗
る
と
い
つ
も
懐

か
し
い
気
分
に
な
る
の
は
、
地
下
鉄
と

違
っ
て
動
き
が
ゆ
っ
く
り
と
し
て
街
の

風
景
が
近
く
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、

学
生
時
代
に
利
用
し
た
電
車
の
た
め
で

も
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
ト
ラ
ム
に

乗
っ
て
リ
ン
ク
環
状
線
の
シ
ョ
ッ
テ
ン

ト
ー
ア
付
近
を
通
り
か
か
る
と
、
高
さ

約
百
メ
ー
ト
ル
の
塔
が
二
つ
並
ぶ
ヴ
ォ

テ
ィ
ー
フ
教
会
に
ど
う
し
て
も
目
が
行

く
。
や
や
古
く
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
そ

の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
頂
く
。

＊
先
月
号
の
茅
野
副
部
門
長
は
部
門
長
の

間
違
い
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授
／
元
原

子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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■ Franz Schubert シューベルト没後 184 周年 ■

原子力セミナー
(c) 大学連合

フランツ・シューベルトは 1828 年 11 月 19 日水曜
日午後３時、兄フェルディナントの住居で亡くなった。
現在この住居はウィーン市立の博物館となっており、
息を引き取った部屋も保存されている。今年の命
日には書簡の朗読と歌曲「冬の旅」から４曲演奏で
シューベルトを偲んだ。Schubert Sterbewohnung

【開館】水＆木 10-13/14-18　12 月 25 日＆１月１日休
【料金】€4　  【住所】４区 Kettenbrückengasse 6


